
「みなとモデル⼆酸化炭素固定認証制度表彰」を新設し、
全国の協定⾃治体と連携して国産⽊材の利⽤を⼀層促進します︕
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みなとモデル⼆酸化炭素固定認証制度

瀬戸画廊 福島県いわき市

■みなとモデル二酸化炭素固定認証制度■

全国の協力自治体と「間伐材を始めとした国産材の活用促進に関する協定」を結び、その自
治体から産出された木材（協定木材）やその他の国産木材を、区内の公共施設・民間建築物
などで使用し、その使用量に相当する二酸化炭素固定量を区が認証する制度。

二酸化炭素を吸収する森林を整備
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表彰制度を新設

みなとモデル二酸化炭素固定認証制度表彰

どんな制度？ 認証を受けた建築物の中から制度の発信に貢献した施設を選出して表彰

第１回目となる令和４年度の表彰を、「みなと森と水サミット」で実施！

協定自治体による投票で受賞する建築物が決定

① 協定木材と国産木材を活用し、制度の発信に貢献しているか
② 協定木材の利用に積極的に取り組んでいるか選出の基準は？

制度のポイントは？

今年度から
スタート

毎年10月に、協定自治体の首長が集まり、国産
木材の活用促進などについて熱く議論！

１０月２７日（木曜）午後２時～４時４５分

港区立エコプラザ（港区浜松町１－１３－１）会場

日時

みなと森と水サミット



最優秀賞を受賞した建築物

今回は、みなとモデル二酸化炭素固定認証制度

を開始してから前年度までの、過去10年間の
認証建築物が表彰の対象！

全194件の民間建築物の中で
３件が最優秀賞を受賞！

高輪ゲートウェイ駅

建築主 ： 東日本旅客鉄道株式会社

所在地 ： 港区港南二丁目1-220

木材使用量 : ★★★

●駅内外に積極的に木材を使用し、暖かみ
のある優しい雰囲気を演出することで、新しい街
のリビングとなるような居場所を創出。

●駅コンコースの内壁は、大和張り仕上げで材料
交換を容易にしつつ、ガラスコーティングで燃え
にくさと耐久性も確保。



最優秀賞を受賞した建築物

建築主 ： Sunny Hills Japan 株式会社
所在地 ： 港区南青山三丁目10-20
木材使用量 : ★★★

●「地獄組み」という２次元の組子の
技術を３次元に拡張して利用

Sunny Hills at Minami-Aoyama

にじいろ保育園海岸三丁目

●内装にも木組みのパーティションや
什器を計画

●区内でも珍しい木造の耐火構造（木
造軸組工法）

建築主 ： ライクアカデミー株式会社
所在地 ： 港区海岸三丁目16-6
木材使用量 : ★★★

●床材などに「国産ヒノキの間伐材」を
積極的に採用し、木の香りに包まれ
た健康的な空間を実現


